
埼玉版ＦＥＭＡ感染症対応総合訓練

タイムライン(流行初期以降)

• 埼玉版ＦＥＭＡ感染症対応総合訓練での結果をもとに県と関係機関との連携
を中心に対処事項を時系列（タイムライン）としてまとめたものです。

• 各機関の対処事項と対処時間は訓練結果に基づく一例であり、実際の新興感
染症発生時の行動は感染状況やリスク評価により異なります。



タイムライン（時系列の行動計画）
～新型インフルエンザ等感染症への対応～

国
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）

サーベイランス

埼玉版ＦＥＭＡ（感染症）

フェーズ０ 流行初期 フェーズ１ 流行初期以降（第３波）

海外
発生

国内
１例目

県内
１例目

状
況

感染
拡大

フェーズ２ 流行初期以降（第４波）

Y国で変異株
（Y株）が流行

WHOによるPHEIC宣言

政府対策本部設置

Z国で変異株
（Z株）が流行

緊急事態宣言

・変異株（Y株）のリスク評価 ・変異株（Z株）のリスク評価

・地方衛研・民間検査機関等への情報提供・技術支援

検査

・地方衛研・民間検査機関等への情報提供・技術支援

新薬
緊急承認

第3波 新規陽性者数
ピーク(2000人/日)

第4波 新規陽性者数
ピーク(10000人/日)

埼
玉
県

情報提供・共有、リスクコミュニケーション

・偽・誤情報への対応

・後遺症・ワクチン副反応への対応

・検査等措置協定に基づく宿泊療養施設の拡大

・専用医療施設の許可、臨時医療施設の開設

・協定締結医療機関（流行初期以降）に対する、病床確保、発熱外来実施、
自宅療養者等への医療提供、後方支援、人材派遣の要請

医療

医療提供体制の強化（協定に基づく要請を拡大）医療提供体制の強化（協定発動）

・救急搬送困難事案のモニタリング

・自宅療養者への支援体制の拡大

令和８年度

実施体制

・応援体制構築（全庁体制、IHEAT要員・市町村保健師・OBOGの活用等）

・統一フォーマットを用いた情報収集及び共有

ワクチン

・大規模接種会場の確保

・厚生労働省、市町村、埼玉県医師会との調整

２日目 14日目０日目
90日目

（３か月後）
145日目

（約５か月後）
180日目

（約６か月後）

160日目
（約５.５か月後）

300日目
（約10か月後）

・入院調整体制の拡充



埼
玉
県

・検査等措置協定締結機関（流行初期以降）に対して検査体制整備の拡充を要請

保健

・疫学調査・健康観察の業務見直し・保健所業務ひっ迫対策（応援体制構築、業務仕分け、外部委託）の実施

・衛生研究所における変異株（Y株）に対応した検査の実施

検査

検査体制の拡充

感染症有事体制への移行

・衛生研究所における変異株（Z株）に対応した検査の実施

・衛生研究所における検査体制の強化

・新薬の配分・流通指導・
情報提供等

・医療用医薬品・検査キットの需給モニタリング

治療法・治療薬
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２日目 14日目０日目
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・ワクチン接種体制の構築（接種券・予診票、住民への周知、
予約システム、コールセンター、集団接種会場用意、
運営スタッフ、郡市医師会・医療機関との調整、予算確保、
接種記録 等）
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実施体制

状
況

・応援体制構築（全庁体制、IHEAT要員・OBOGの活用等）

保健

・疫学調査・健康観察の業務見直し

・衛生研究所における変異株（Y株）に対応した検査の実施

検査

検査体制の拡充

感染症有事体制への移行

・衛生研究所における変異株（Z株）に対応した検査の実施

・衛生研究所における検査体制の強化

・検査等措置協定締結機関（流行初期以降）に対して検査体制整備の拡充を要請
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令和８年度

市
町
村

ワクチン

・個別・集団接種の実施

・県からの移送協力要請へ対応

医療

・自宅療養支援体制の拡大（健康観察・生活支援）

保健

・保健所業務ひっ迫対策（応援体制構築、業務仕分け、外部委託）の実施

２日目 14日目０日目
90日目

（３か月後）
145日目

（約５か月後）
180日目

（約６か月後）

160日目
（約５.５か月後）

300日目
（約10か月後）

情報提供・共有、リスクコミュニケーション

・共有フォーマットの活用 ・共有フォーマットの活用

・県からの移送協力要請の増加
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医療

医療提供体制の強化（協定に基づく対応を拡大）医療提供体制の強化（協定発動）

・県の要請に基づく、病床確保、発熱外来実施、自宅療養者等への医療提供、
後方支援、人材派遣の拡大実施

・専用医療施設の開設

・変異株（Y株）への対応（感染対策、ゾーニング等） ・変異株（Z株）への対応（感染対策、ゾーニング等）

・救急搬送の受入

団
体
等

医療

・自宅療養支援（服薬指導・訪問看護）体制の拡大

・宿泊療養施設の提供・療養者受入・施設運営を拡大

・県の要請に基づく検査体制の整備

検査

検査体制の拡充

・変異株（Y株）に対応した検査の実施 ・変異株（Z株）に対応した検査の実施
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・ワクチン接種の実施

ワクチン

・住民接種体制構築に係る行政への協力

２日目 14日目０日目
90日目

（３か月後）
145日目

（約５か月後）
180日目

（約６か月後）

160日目
（約５.５か月後）

300日目
（約10か月後）

情報提供・共有、リスクコミュニケーション

・共有フォーマットの活用


